
年度 環境経営レポート

(株)武蔵野　生産事業本部

2022

（　対象期間　：　2022年　4月1日　～　2023年　３月3１日　）

作成日： 2023年8月31日
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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

□ 統括環境責任者ごあいさつ

2018年4月1日

代表取締役社長 安田　信行

環境経営方針

当社の本業である弁当・惣菜類の生産を通じて、製品及びサービスに係わる環境影響を常に意識
し、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　安全で安心していただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供することが当社
の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組みます。

当社は、弁当・惣菜及びめん類　製造に係わる全ての活動、製品及びサービスの環境影響を
改善するために、次の方針に基づき環境経営活動を推進して地球環境との調和を目指します。

１．当社の活動、製品及びサービスに係わる環境影響を常に意識し、環境汚染の予防及び
    環境保護を推進するとともに、環境経営活動の継続的改善を図ります。
　　なお環境保護には、継続可能な資源の利用、気候変動の緩和及び気候変動への適応、
　　並びに生物多様性及び生態系の保護などを含みます。
２．当社の活動、製品及びサービスに係わる環境関連の法的及びその他の要求事項を順守
    します。
３．当社の活動、製品及びサービスに係わる環境影響のうち、以下の項目を環境管理重点
    テーマとして取り組みます。
（１） 電力使用量の削減　（ＣＯ２の削減）
（２） ガス使用量の削減　（ＣＯ２の削減）
（３） 水使用量の削減
（４） 食品廃棄物を含む産業廃棄物発生量の削減（食品リサイクル率９５％以上）
（５） 環境に配慮した商品製造の推進
（６） 社会貢献活動（工場周辺清掃活動・地域の清掃活動への参加等）
（７） 事務用品のグリーン調達
４．一人ひとりが環境負荷軽減活動を積極的に実践できるように、この環境宣言を組織の
   全員に周知するとともに一般の人々が入手できるようにします。
５．地域の環境改善活動に積極的に参画します。

　 当社の事業である中食の生産活動を通じて、環境に配慮した製品・サービスの開発・技術を進めて、
　係わる環境影響を最小限にして、あらゆる問題に自主的に積極的に取り組んでおります。
    本年度は全工場を対象としておりますので、関係するメーカー様にもご協力いただき、原材料にも
  踏み込んだ活動も推進していきます。
    エコアクション21での手法により、関わる従業員一人一人が同じ意識を供することで、
  全員参画した活動により深みが増し、事業活動を通じて全事業所が認証取得出来るよう、
  持続的に活動を推進していきます。
  「美味しく食べる幸せをすべての人にお届けすること」に、本活動を通じて貢献していきます。

制定日：
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□ 組織の概要
（１） 名称及び代表者名

（株）武蔵野　生産事業本部　

代表取締役社長　安田　信行

（２） 所在地

本社（生産事業本部） 埼玉県朝霞市西原１－１－１　武蔵野ビル５Ｆ
　埼玉工場 埼玉県朝霞市泉水３－１１－４６
　朝霞工場 埼玉県朝霞市膝折町４－１４－３０
　千葉工場 千葉県八千代市上高野１３５５－３２
　横浜工場 神奈川県横浜市金沢区鳥浜町１２－４８
　神奈川工場 神奈川県厚木市酒井１４００－１
　埼玉麺工場 埼玉県川越市芳野台１－１０３－５８
　静岡工場 静岡県静岡市清水区七つ新屋５１５－１
　東海工場 静岡県袋井市久能２４９７－６
　仙台工場 宮城県多賀城市栄４－３－３
　福島工場 福島県郡山市安積４－２１３
　群馬工場 群馬県高崎市綿貫町１４２９－１
　京都工場 京都府八幡市戸津水戸城５５
　大阪工場 大阪府東大阪市高井田中３－２－５
　神戸工場 兵庫県神戸市東灘区住吉浜町１９－１７
　福岡工場 福岡県糟屋郡粕屋町仲原２４２６－２
　北九州工場 福岡県北九州市八幡西区三ッ頭２-２５－４７

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　常務取締役　生産事業本部副本部長 馬籠信男 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊048-487-6002
担当者  生産事業本部課長 廣瀬一也 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊048-487-6002

（４） 事業内容
弁当・デザート・惣菜及びめん類の製造

（５） 事業の規模
売上高 万円

本社（生産事業本部） 　仙台工場
　埼玉工場 　福島工場
　朝霞工場 　群馬工場
　千葉工場 　京都工場
　横浜工場 　大阪工場
　神奈川工場 　神戸工場
　埼玉麺工場 　福岡工場
　静岡工場 　北九州工場
　東海工場

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□ 認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社　武蔵野

認証・登録番号： ００１２６５１
対象事業所： 本社（生産事業本部）

福島工場　 朝霞工場 神奈川工場 埼玉麺工場
静岡工場 仙台工場 大阪工場 埼玉工場
京都工場 群馬工場 千葉工場 横浜工場
東海工場 神戸工場 福岡工場 北九州工場

活動： 弁当・デザート・惣菜及びめん類の製造

関西事業部

西日本事業部

従業員　 延べ床面積 従業員　　

首都圏事業部

東海事業部

東日本事業部

延べ床面積
19名 119㎡ 428名 6263㎡

933名 22499㎡ 296名 4551㎡

343名 6633㎡ 370名 10864㎡
331名 7005㎡ 490名 9220㎡

284名 8273㎡
426名 6263㎡

617名 14051㎡
868名 31014㎡

388名 8888㎡

179名 9273㎡ 565名 9804㎡
238名 2513㎡ 205名 2704㎡

全社　１６工場計　 　4 / 16 ページ



□ 事業や製品（商品）の紹介

□ 環境経営組織図及び役割・責任・権限表
本社 工場

統括環境管理責任者：（馬籠副本部長）
統括事務局：（生産事業本部　廣瀬）

（東海　　平手事業部長）

環境管理責任者：（製造リーダ/課長）（東日本　松田事業部長）

（関西　　森事業部長）

事務局・推進委員

代表統括最高責任者（安田社長） 最高責任者（工場長）

内部環境監査チーム：

（　常　盤　本　部　長　） 内部監査

（首都圏　植田事業部長） 担当事業部長

全従業員

組織 役割・責任・権限

工場管理・推進者（各事業部長）

（西日本　福嶋事業部長）

部署管理者（製造リーダー）

各工場：（工場長）

各部署リーダー

各工場：（全従業員）

統括環境管理責任者 ・環境経営システムの確立、実行、維持、見直し

（副本部長） ・「環境マネジメントマニュアル」及び本社「関連文書・規定類」の承認

・環境経営システムの実行及び管理に必要な資源（人材・特殊技能・技術・資金）
　投資への審議及び許可

代表統括最高責任者 ・全社の環境経営に関する最高責任

 （安田社長） ・武蔵野環境経営レポートの承認

・環境経営方針の制定

工場管理・推進者
（各事業部長）

・各工場の環境経営組織の明確化

・各工場の環境経営目標及び環境経営計画の確認

・最高責任者（工場長）による評価の確認

・各工場環境経営レポートの承認

・緊急事態発生時の判断

・統括事務局の責任者

統括事務局 ・武蔵野環境活動レポート作成。各工場環境経営レポート取りまとめ、公開

・EA21地域事務局とのやりとり窓口

・統括環境管理責任者の補佐

・「環境マネジメントマニュアル」及び本社「関連文書・規定類」の起案・審議・見直し

各工場（全従業員） ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

内部監査チーム ・環境マネージメントシステムが適切に実施され、維持されているかを検証するための

　内部監査の実施

・内部監査結果の報告（統括環境管理責任者へ報告）

各工場（工場長） ・各工場の環境経営に関する最高責任（代表者）

・自工場全体の評価と見直し指示

・自工場環境経営レポートの責任者
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□ 主な環境負荷の実績　　
単位

ｔ-CO2

kg

kg

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 昨年度使用量での各社電力会社の調整後の係数の加重平均値

※一般廃棄物は排出のある一部の工場分のみ計上。それ以外の工場は産業廃棄物として処理を実施。

□ 環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

✕

〇

〇

✕

〇

✕

〇

※二酸化炭素排出量は生産高（百万円当り）との原単位目標とする。

電力・ガス類による二酸化
炭素削減

0.025 0.002 0.024 0.023

95% 49% 92% 90%

218.265 219.275 219.275

95% 95% 95% 95%

76.899 79.242 76.899 76.899

95% 98% 95% 95%

44.502

2022年 評
価

2023年 2024年

（目標） （実績） （目標） （目標）

387.213 385.140 379.229 379.229

0.81678 0.78855

97% 94% 95%

0.79994 0.79994

95%

項　目 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量 117,668 118,284 122,256

廃棄物排出量

食品廃棄物

　一般廃棄物排出量 966,328 971,951 1,040,698

　産業廃棄物排出量 33,338,303 34,060,708 33,839,763

13,129,829 12,285,672 12,399,712

　熱回収量 78,070 560,414 385,632

　発生量

kg

13,207,899 12,846,086 12,785,344

　発生抑制量 0 0 0

　再生利用量

0 0 0
　再生利用以外の量 0 0 0
　廃棄物処理量

　　　　　　　　                　年　度
　　項　目

基準値

総排水量 3,693,014

食品再資源化実施率 ％ 100% 100% 99.8%

　減量量 0 0 0

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2/百万円 399.189

3,992,776 4,123,298

0.455

基準年度比 2021年

（基準年)

97% 96% 95% 95%

ｔ－CO2/百万円

基準年度比 2021年

0.84204

429.570 403.409 420.713 420.713

97%

上記二酸化炭素排出量合計 ｔ-CO2 124,257

基準年度比 2021年

ガス類による二酸化炭素
削減（合算）

ＧＪ-CO2/百万円 442.855

94% 95% 95%

120,530 122,256 119,352 118,045

使用水の削減 ㎥/百万円 28.942

基準年度比 2021年

27.495 27.181 27.495 27.495

95% 94% 95% 95%

食品残渣の削減 kg/百万円 80.946

基準年度比 2021年

(産業廃棄物の削減) kg/百万円 230.816

基準年度比 2021年

219.275

kg/百万円 0.026

2021年

44.502 43.692 44.502

95% 93% 95% 95%

100% 99.8% 100% 100%

社会貢献活動
行動目標（次項による）

環境に配慮した生産活動

(化学物質使用量削減)

食品廃棄物の再資源化率
の向上

% 99%

廃プラの削減 kg/百万円 46.844

基準年度比 2021年

環境に配慮した製品作り
への取組み

・チルド商品（長鮮度商品）の開発製造　・食材の地産地消による地域限定商品の開発製造
・GAP認証製品の利用推進　・環境配慮型包材への変更の推進　等

基準年度比
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□ 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画　全社計

全体まとめ
食品残渣、食品廃棄物の再利用以外の項目については目標をクリアすることができた。
各工場の好取り組み事例を共有・展開してきた結果だと考える。
10月以降、電力、燃料についての補助金が廃止になる為、更なる活動の推進を各工場へ呼びかけを行い削減に努めて
いく。
食品残渣については、現在便集約等が検討されているので、このスキームを成功させるべく、検証を進めていく.

次年度の取組内容
食品残渣の削減の取り組み。工場では不利差異0.5％を達成することで削減していく.
食品産業物の再利用については本社側でも業者の選定し工場に共有していく.
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活動詳細 本社　生産本部
数値目標：○達成　×未達成 活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

ガス類による二酸化炭素削減（合算）

使用水の削減

(産業廃棄物の削減)

食品残渣の削減

廃プラの削減

食品廃棄物の再資源化率の向上

社会貢献活動

環境に配慮した生産活動

達成状況 取組結果とその評価
数値目標 ○

本社：離席時のＰＣモニターＯＦＦ ○
本社：退社時　電燈ＯＦＦ ○

上期については目標未達であったが、各工場に呼びかけ、好取り
組み事例の共有を行ってきたことで下期については目標を達成す
る事が出来た。電力単価の補助金が廃止になるため、更なる節電
活動の推進を行っていく

工場：毎月の実績確認 ○
　

　
　

各工場の取り組み事例を共有場を設け、好取り組みについては他
工場へも展開していく事で更なる削減に努めていく工場：毎月の実績確認 ○

　

達成状況 取組結果とその評価
数値目標 ○ 上期は福岡工場、北九州工場のＬＰガス⇒都市ガス切り替えによ

り大幅に削減することができた。各工場で取り組んでいる2度流し
撲滅による無駄な稼働を抑制し削減していく

工場：毎月の実績確認 ○
　

本社：ガス未使用

達成状況 取組結果とその評価
数値目標 ○

本社：水　共有で把握

達成状況 取組結果とその評価

達成状況 取組結果とその評価

　

数値目標 ○ 上期は目標未達となったが、下期以降削減活動を推進してきたこ
とにより目標を達成することができた。工場では引き続き活動の推
進と、好取り組み事例の共有、展開を行っていく

工場：毎月の実績確認 ○
　

本社：サンプル試食事の残物分別 ○
・

達成状況 取組結果とその評価

　

数値目標 × 目標未達。通気を通して新商品導入時の製造ロスの増加や、ロス
管理活動も３年超となり削減率の鈍化が見られる。各工場の食品
ロス削減好取組み好事例を共有し、展開していく事で更なる削減
に努める

工場：毎月の実績確認 ○
・

・

・

達成状況 取組結果とその評価
数値目標 ○ 商品規格段階から、できる限り副資材使用の抑制を依頼。工場で

は作りすぎによる無駄な廃棄の抑制。ショーレックス削減活動の推
進を行ってきた。引き続き削減活動を推進していく

工場：毎月の実績確認 ○
・

・

・ 　

・再利用を行える業者選定　利用を継続する。 ○ 年度前半は東海工場の熱回収処理により、再資源化率100％は達
成できなかったものの、2022年１2月より再資源化（飼料化）処理業
者に変更対応を実施。通期では未達となったが、来期以降は
100％の目標は達成できる状況。引き続き再資源化率100％を継
続できるようにしていきたい。

・
・ 　
・ 　
・

取組結果とその評価
・不良率低減 ○ 返品削減活動の好取り組み事例を共有し、返品率を下げること

で、不良品の廃棄率低減、お客様のクレーム撲滅に繋げていく・稼働率向上 ○

達成状況 取組結果とその評価
・地域の状況/要望に沿って対応を行う ○ 地域密着型の工場なので、地域貢献するための活動を積極的に

行っていく・
・

・顧客クレーム削減 ○
・廃棄率削減 ○

達成状況
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環境に配慮した製品作りへの取り組み 

課題を解決しチャンスを活かす取組

〇 工場別削減目標成果結果一覧 （○：目標達成　Ｘ：未達成）

○
・環境配慮型容器包材の導入推進 ○
・副資材の使用抑制(バラン・カップ等) ○
・

-

-

-

化学物質削減

4298%

○

-

-

○

-

○

○

-

-

○

○

-

-

-

95% 95% 95% 95%目標基準年比

○

○

×

○

○

○

×

○

×

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

×

○

×

×

×

○

○

×

○

×

○

○

○

×

×

×

×

○

○

×

○

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

×

○

廃プラ削減

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

食残削減産廃削減使用水削減

×

○

×

×

○

○

取組結果とその評価
・処分費用高騰に伴う廃棄費用の削減 ○ 継続して活動を実施していく
・
・
・
・

達成状況

達成状況 取組結果とその評価
・チルド・常温長鮮度商品の導入強化 ○ 長鮮度化の取り組みの更なる推進と、環境に配慮した商品規格を

更に進めていく。・地産地消商品導入の推進

○ ○

ガス削減電力削減

×

○

×

○

埼玉工場

朝霞工場

埼玉麺工場

千葉工場

横浜工場

神奈川工場

静岡工場

東海工場

仙台工場

福島工場

×

×

×

○

×

×

○

○

97% 97%

事業本部

群馬工場

京都工場

大阪工場

神戸工場

福岡工場

○ ○ × ○

北九州工場
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　○工場別　目標・実績・まとめ　詳細
埼玉工場：環境経営目標及びその実績

×

朝霞工場：環境経営目標及びその実績

×

埼玉麺工場：環境経営目標及びその実績

×

97% 101%

ガス削減

基準年度比 2021年 95% 79%

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年 評
価（基準年) （目標） （実績）

電力削減 kg-CO2/百万円 347.779 337.345 349.872
基準年度比 2021年

95.323
基準年度比 2021年 95% 101%

廃プラの削減 kg/百万円 34.086 32.382 33.874
基準年度比 2021年 95% 99%

kg-CO2/百万円 366.693 355.693 391.128

基準年度比 2021年 97% 107%

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 14,575 14,138 15,310

使用水の削減 ㎥/百万円 24.098 22.893 19.090

○

22.859
○

基準年度比 2021年 95% 81%

○
基準年度比

×

×

○

×

×

×

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年 評
価

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 171.635 163.053 170.456
基準年度比 2021年 95% 99%

食品残渣の削減 kg/百万円 94.254 89.541

6,485 6,888

使用水の削減 ㎥/百万円 28.058 26.655

基準年度比 2021年 97% 89%

ガス削減 kg-CO2/百万円 642.037 622.775 604.660

（基準年) （目標） （実績）

電力削減 kg-CO2/百万円 490.545 475.829 438.128

（実績）

2021年 97% 94%

○
基準年度比 2021年 95% 90%

廃プラの削減 kg/百万円 41.316 39.250 38.481
○

基準年度比 2021年 95% 93%

食品残渣の削減 kg/百万円 68.061 64.658 61.197

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 6,685

基準年度比 2021年 95% 83%

基準年度比 2021年

基準年度比

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 233.339 221.672 219.353
○

基準年度比 2021年 95% 94%

ガス削減 kg-CO2/百万円 544.396 528.064

評
価

2021年 97% 98%

東京電力 ＣＯ²排出係数

（基準年) （目標）

kg/百万円 85.877 81.583 89.574

電力削減 kg-CO2/百万円 336.531 326.435 340.888
×

基準年度比 2021年 97% 101%

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 7,782

基準年度比 2021年 95% 104%
廃プラの削減 kg/百万円 36.412 34.592 30.205

使用水の削減 ㎥/百万円 16.721 15.885 13.143
○

基準年度比 2021年

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 165.186 156.926 157.039

食品残渣の削減

0.441

東京電力 ＣＯ²排出係数 0.441

東京電力 ＣＯ²排出係数

0.441

×

×

7,549 7,786

95% 79%

532.634
×

95% 95%

○

＜埼玉工場まとめ＞
新規生産設備の増築、改築により
エネルギー消費は増大させてし
まっている。生産効率を考慮した
計画生産と遂行によりエネルギー
消費抑制していくことが課題。水
道消費削減においては従業員指
導、教育により意識高く取り組み
出来ています。規模の大きい工場
でもあり、多くの従業員が従事して
いるのでエネルギーロス、省エネ
と意識付け、行動となることで大き
な成果へとつながるので引き続き
チーム取り組みを推進していく

＜朝霞工場まとめ＞
今期は前年に比べ売り上げも良く、
全体的には苦戦した。水光熱費は
全体として前年比で抑えられたが、
廃棄物については、ロスが増えてい
る傾向で、改めて抑制していきた
い。全体として合計はいずれも前年
比で下回っているので、努力は反映
されていると思われます。
工場内でのロス削減意識は高まっ
ており、月ベースでは増えてしまうこ
とも多かったが、結果として抑制でき
てきている。来期以降は極力計算し
ながら抑制できるように対応してい
きたいと思います。

＜埼玉麺工場まとめ＞

達成項目は3/10項目となり、次年
度への課題となっている。全体的
には意識が変わってきている印象
を受けるので、今後も目標達成に
向けて活動を活性化させていく。
また、世界情勢が不安定な事で燃
料高、原料高が安易に想像出来
る。活動を数値化する事でやるべ
き事、やった事の結果が可視化出
来るので、未達項目については改
善スピードをあげて行きたい。
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千葉工場：環境経営目標及びその実績

×

横浜工場：環境経営目標及びその実績

×

神奈川工場：環境経営目標及びその実績

○

食品残渣の削減

電力削減

×
基準年度比 2021年

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 268.614 255.184 262.625
基準年度比 2021年 95% 98%

廃プラの削減 kg/百万円 49.790 47.300 44.543
○

基準年度比 2021年 95% 89%

使用水の削減 ㎥/百万円 28.457 27.034 24.741
×

基準年度比 2021年 95% 87%

kg-CO2/百万円 240.868 233.642 219.104
○

kg/百万円 89.875 85.381 86.756
○

基準年度比 2021年 95% 97%

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 4,355 4,224 4,168

基準年度比 2021年 97% 97%

ガス削減 kg-CO2/百万円 191.476 185.731

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 255.683 242.899 241.396
○

基準年度比 2021年 95% 94%

食品残渣の削減 kg/百万円 56.279 53.465 52.215
○

基準年度比

廃プラの削減 kg/百万円 70.606 67.076 66.767
○

基準年度比 2021年 95% 95%

2021年 97.0% 112%

ガス削減

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 4,294 4,165 4,644

使用水の削減 ㎥/百万円 21.816
×

基準年度比 2021年

×
基準年度比 2021年 97.0% 100%

kg-CO2/百万円 296.979 288.070 298.119

350.515
○

評
価（基準年) （目標） （実績）

使用水の削減 ㎥/百万円 28.457 27.034 24.741
○

基準年度比 95%

2021年 97% 96%
ガス削減 kg-CO2/百万円 363.406 352.504

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年

電力削減 kg-CO2/百万円 270.625 262.506 273.739
×

基準年度比 2021年 97% 101%

基準年度比

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 6,386 6,195 6,583

2021年 95%

基準年度比 2021年 95% 89%

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 268.614 255.184 262.625

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年

廃プラの削減 kg/百万円 49.790

電力削減 kg-CO2/百万円

基準年度比

基準値

2021年

東京電力

×

97%

102%

（基準年) （目標） （実績）

2021年 95% 93%

97% 98%

×

基準年度比 2021年 95% 98%

食品残渣の削減 kg/百万円 89.875 85.381 86.756
基準年度比

95%

東京電力 ＣＯ²排出係数 0.441

東京電力 ＣＯ²排出係数 0.441

ＣＯ²排出係数 0.441

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

47.300 44.543
○

20.725 22.249

87%

評
価

×

308.762 299.500 347.290
×

（基準年) （目標） （実績）

176.071

2022年 評
価

＜千葉工場まとめ＞
今年度、千葉工場においては電
気代のみが昨年をオーバーとなっ
た。目標達成は都市ガス（目標
97%に対し96.5%）、水道（目標95%
に対し87.0%）、廃プラ（目標95%に
対し89.2%）で電気（目標97%に対し
101.2%）、産業廃棄（目標95%に対
し96.5%）、食品残渣（目標95%に対
し95.4%）となり３勝３敗。
次年度においても引き続き厳しい
経営が予測され値上げが続いて
いくであろうが目標数値をクリア出
来るよう朝礼・会議等で従業員に
周知させ、見える化を進めていく。

＜横浜工場まとめ＞
食品残は分別と残物への踏み込
み強化。廃プラはメーカーとのエプ
ロン・ショーレックス交渉。これらに
て昨年より削減できた。一方で電
気代は悪化。単価アップと使用量
の上がる繁忙期の削減が徹底で
きなかったことが大きな要因と考
える。原材料やエネルギー関連の
高騰も懸念され、活動の重要性が
より一層認識できた。次年度の目
標として、今期達成できなかった
項目に力を入れて取り組んで行
く。

＜神奈川工場まとめ＞
産業廃棄、食品残渣、廃プラ、化学物
質は年間目標を達成できた。特に化
学物質に関しては、ポリオキシレンア
ルキルエーテルを含む薬品の使用を
極力控え、有害性のない洗浄薬品に
変更し年間1ｔ排出を抑制できた。また
日々の1個でも1分でも1日でも1人１人
のもったいない意識の向上で食品残
渣や廃プラに関してもロスを抑えるこ
とができた。
次年度は前期達成出来なかった電
気、ガスと水の削減目標-3％を節電・
節水を呼びかけ削減に努め、達成し
ていく。またゴミの雑費予算を強く意識
し生産高比に対するゴミ処理に近づけ
ていきたい。
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静岡工場：環境経営目標及びその実績

×

東海工場：環境経営目標及びその実績

×

仙台工場：環境経営目標及びその実績

×

基準年度比 2021年 95% 94%

食品残渣の削減 kg/百万円 118.413 112.492 107.264
基準年度比 2021年 95% 91%

廃プラの削減 kg/百万円 43.541 41.364 39.440

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 238.627 226.696 223.867
基準年度比 2021年 95% 91%

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 5,160 5,005 5,222

使用水の削減 ㎥/百万円 28.336 26.919 26.512
○

基準年度比 2021年 95% 94%

基準年度比 2021年 97% 98%
ガス削減 kg-CO2/百万円

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年 評
価（基準年) （目標） （実績）

電力削減 kg-CO2/百万円 409.895 397.598 361.918
○

基準年度比 2021年

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 241.226 229.165 206.275
○

基準年度比 2021年 95% 86%

食品残渣の削減 kg/百万円 78.038 74.136 74.080
○

基準年度比 2021年 95% 95%
廃プラの削減 kg/百万円 63.849 60.656 53.512

○
基準年度比 2021年 95% 84%

使用水の削減 ㎥/百万円 37.712 35.826 26.257
○

基準年度比 2021年 95% 70%

kg-CO2/百万円 597.896 579.960 530.262
○

基準年度比 2021年 97% 89%
ガス削減

電力削減 kg-CO2/百万円 448.272 434.824 450.313
×

基準年度比 2021年 97% 100%

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 7,513 7,287 7,403

kg-CO2/百万円 395.222 383.365 400.046

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年

基準年度比 2021年

51.317
基準年度比 2021年 95% 95%

101%

廃プラの削減 kg/百万円 39.377 37.408

（基準年) （目標） （実績）

中部電力 ＣＯ²排出係数

35.816
○

基準年度比

基準年度比 2021年

評
価

評
価（基準年) （目標） （実績）

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 3,438 3,335 3,366

食品残渣の削減 kg/百万円 53.832 51.140

2021年 95%

基準年度比 2021年 95% 105%

441.485 428.241 444.437
×

91%

×

×

電力削減

ガス削減

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年

97% 101%
kg-CO2/百万円

使用水の削減 ㎥/百万円 25.848

97%

中部電力 ＣＯ²排出係数

東北電力 ＣＯ²排出係数

24.556 27.137
×

0.424

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 213.771 203.083 198.470
○

基準年度比 2021年 95% 93%

97% 88%

0.521

○

今年度、当工場においては　ガス
一般廃棄物　の2項目において目
標未達となった。（前年3項目未
達）年間生産高　前年比108％と
いうことで好調に推移している中
でエコアクション取り組みも並走す
る形で強く推進していかなければ
ならない。
今年度の結果を真摯に受け止
め、次年度は未達項目が発生しな
いように取り組みます。

354.111 343.488 348.259
×

○

○

＜静岡工場まとめ＞
今年の目標は前年度実績に対し、①電気-3.0％
②都市ガス-3.0％③LPガス-3.0％④水-5.0％⑤
産廃-5.0％⑥食品残渣-5.0％⑦廃プラ-5.0％と
全社共通の目標数値を掲げ対応したが、廃プラ
のみ目標達成、食品残渣が0.32％未達、LPガス
は前年対比は98％と割ってはいるが、目標には
1％未達、その他は前年対比100％越えの実績
となった。加熱機器類の使用率はアイテム構成
によって著しく変わるので単純に前年比較は出
来ないが、エネルギー関連は残念な結果となっ
た。しかし、廃プラをはじめ、食品残渣、廃プラに
関しては改善されたと感じる。
次年度は今年度未達に終わったエネルギー関
連、水使用量に関しては部署別の課題を具体
的に設定し対応を図りたい。特に外国人労働者
の比率が年々上昇する傾向にある中、彼らの協
力と理解を得られないと目標は達成不可能なの
で、その対応を第一課題として取り組む。

＜東海工場まとめ＞
エネルギーの高騰を受け、意識の
新入社員を筆頭に生産機器の未
使用時の電源OFFに取り組んだ。
機器の時間当たりのコストを示す
ことでどれだけの無駄が発生して
いるか明確にし、意識の向上に繋
げられた。
次年度は各クローバーチームでの
活動目標を明確にし、取り組み内
容を定期的に確認することで、取
り組みの停滞を防ぎ各クローバー
チームの活動の活性化を目指して
いく。

＜仙台工場まとめ＞

0.424
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福島工場：環境経営目標及びその実績

○

群馬工場：環境経営目標及びその実績

×

廃プラの削減 kg/百万円 47.279 44.915 43.245
○

基準年度比 2021年 95% 91%

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 316.937 301.090 285.496
○

基準年度比 2021年 95% 90%

使用水の削減 ㎥/百万円 38.694 36.759 33.190
○

基準年度比 2021年 95% 86%
食品残渣の削減 kg/百万円 101.344 96.276 99.820

×
基準年度比 2021年 95% 98%

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 7,304 7,084 7,882

351.901
○

基準年度比 2021年 97% 82%

ガス削減 kg-CO2/百万円 385.508 373.943 310.667
○

基準年度比 2021年 97% 81%

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年 評
価（基準年) （目標） （実績）

電力削減 kg-CO2/百万円 431.153 418.218

○
基準年度比 2021年 95% 93%

㎥/百万円

35.394廃プラの削減 kg/百万円 37.257

使用水の削減 30.128 28.621

34.650

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 290.003

29.911

（目標） （実績）

ガス削減 kg-CO2/百万円
○

基準年度比 2021年 97% 91%

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 4,069 3,947 3,787

電力削減 kg-CO2/百万円 368.872

×
基準年度比 2021年 95% 99%

食品残渣の削減 kg/百万円 75.711 71.925 71.052
○

基準年度比

275.503 209.495
○

基準年度比 2021年 95% 72%

基準年度比 2021年 97% 95%

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年 評
価（基準年)

東北電力 ＣＯ²排出係数 0.521

東京電力 ＣＯ²排出係数 0.441

○

382.906 371.419 348.301

＜福島工場まとめ＞
体的に前年よりも生産量が増加し、使
用料は増えたが、原単位での使用は
抑えることができた。
また、生産アイテム構成の変更も多々
あり、常温弁当比率よりもチルド関係
の比率が高まり、アイテム集約なども
影響し、生産は効率が良化した。
次年度は引き続いて「エコアクション掲
示板」や社内教育を通じて取り組んで
いく。アイテム構成での変動を抑える
べく、日頃の「～っぱなし」をなくし、全
体意的に抑えていく。特に「食品残渣」
については、チルドアイテムの予想に
対する仕込みを精査し、食数確定後
でのムダな廃棄を抑えていく

＜群馬工場まとめ＞
コロナ禍において原料や資源エネル
ギーの高騰の影響はあるが、全体
の取り組みを推進させる為には従
業員の意識向上が大きかった。
前期の栃木統合による製造量の増
大で稼働が上がったが、全体的に
はエネルギーの消費量の増大は防
げた。
次年度は引き続き「エコアクション」
の活動を推進する。今期について
は、１０億円の生産量をこなす工場
が当たり前の環境になってきたの
で、エネルギー資源や原材料の抑
制/低減の意識は常に持ち行動して
いくように教育・指導していく。

357.806 349.614

2021年 95% 94%
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京都工場：環境経営目標及びその実績

×

大阪工場：環境経営目標及びその実績

×

神戸工場：環境経営目標及びその実績

○

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 226.322 215.006 222.800
×

基準年度比 2021年 95% 98%

食品残渣の削減 kg/百万円 52.990 50.340 52.358
×

基準年度比 2021年 95% 99%
廃プラの削減 kg/百万円 72.996 69.346 71.525

×
基準年度比 2021年 95% 98.0%

ガス削減

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 8,800 8,536 7,892

使用水の削減 ㎥/百万円 30.143 28.636 29.761
×

基準年度比 2021年 95% 99%

kg-CO2/百万円 439.040 425.869 367.792
○

基準年度比 2021年 97% 84%

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年 評
価（基準年) （目標） （実績）

電力削減 kg-CO2/百万円 402.668 390.588 389.739
○

基準年度比 2021年 97% 97%

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 143.624 136.443 141.276
×

基準年度比 2021年 95% 98%

食品残渣の削減 kg/百万円 91.048 86.496 90.778
×

基準年度比 2021年 95% 100%
廃プラの削減 kg/百万円 0.000 0.000 4.470

×
基準年度比 2021年 95% #DIV/0!

ガス削減

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 5,856 5,680 5,839

使用水の削減 ㎥/百万円 29.787 28.297 30.592
×

基準年度比 2021年 95% 103%

kg-CO2/百万円 246.260 238.872 232.439
○

基準年度比 2021年 97% 94%

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年 評
価（基準年) （目標） （実績）

電力削減 kg-CO2/百万円 408.876 396.610 401.135
×

基準年度比 2021年 97% 98%

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 261.122 248.066 241.377
基準年度比 2021年 95% 92%

○

食品残渣の削減 kg/百万円 87.575 83.196 90.752
×

基準年度比 2021年 95% 104%
廃プラの削減 kg/百万円 37.121 35.265 33.701

○
基準年度比 2021年 95% 91%

㎥/百万円 37.599 35.719 40.266
×

基準年度比 2021年 95% 107%

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 23,646 22,937 23,105

基準年度比 2021年 97% 96%

ガス削減 kg-CO2/百万円 536.693 520.593 497.307
○

基準年度比 2021年 97% 93%

使用水の削減

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年 評
価（基準年) （目標） （実績）

電力削減 kg-CO2/百万円 531.856 515.901 510.596
○

テプコカスタマーセンター ＣＯ²排出係数 0.495

テプコカスタマーセンター ＣＯ²排出係数 0.495

テプコカスタマーセンター ＣＯ²排出係数 0.495

＜京都工場まとめ＞
コロナ禍での売り上げ減少および原
材料の高騰・光熱費の大幅な高騰
など世間的な問題がありましたが、
工場的にはやはり光熱費の高騰の
影響が大きく使用量は抑制出来て
いても、料金は大幅に利益を圧迫し
てしまっている。また、京都工場のア
イテムが増えていることもあり、水や
食残に関しては、年間を通してかな
り苦しい結果となった。
次年度は外国人の労働者が年々増
えてきているので、エコアクションの
取り組みをしっかりと理解して頂き、
更なるエコ活動を行っていく。

＜大阪工場まとめ＞
世界情勢の変化によって、エネル
ギー価格の高騰がおさまらず、水
道光熱費の目標値を達成すること
ができていない。
エネルギーの無駄遣いが大きな
打撃に繋がることを周知しつつ、
細かな面からセービング運動活動
の継続、
取り組み結果の周知をおこなうな
ど、意識を芽生えさせる活動をお
こなっていきます。

＜神戸工場まとめ＞
都市ガスについては蒸気設備の更
新を行ったことで大きく目標を達成
することができた。食残については
日々の生産量を調整することで廃棄
ロスを削減し目標を達成した。エコ
アクション21の活動については社員
会議などで生産ロス、廃棄ロスなど
の排出量を日々共有することで生産
によるロス削減に努めている。
社員とパートナーにおいてもエコ活
動への取り組みについて温度差が
感じられる為、次年度についてエネ
ルギー使用量削減と産業廃棄物削
減について工場全体で取り組んで
いく。
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福岡工場：環境経営目標及びその実績

○

北九州工場：環境経営目標及びその実績

○

□ 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

○

食品残渣の削減 kg/百万円 75.711 71.925 71.052
○

基準年度比 2021年 95% 94%

ガス削減

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年 評
価（基準年) （目標） （実績）

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 12,038 11,676 10,328

使用水の削減 ㎥/百万円 26.984 25.635 26.924
×

○
基準年度比 2021年 97% 87%

廃プラの削減 kg/百万円 64.990 61.741 66.888
×

基準年度比 2021年 95% 103%

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 312.401 296.780 297.104
×

基準年度比 2021年 95% 95%

92%

食品残渣の削減 kg/百万円 48.332 45.915 42.736
○

基準年度比 88%

廃プラの削減 kg/百万円 113.076 107.422 88.996
○

基準年度比 2021年 95% 79%

（産業廃棄物の削減） kg/百万円 203.688 193.504 187.504
○

基準年度比 2021年 95%

2021年 95%

使用水の削減 ㎥/百万円 24.117 22.912 18.500
○

基準年度比 2021年 95% 77%

456.318 442.628 343.571

基準年度比 2021年 97% 88%
○

ガス削減 kg-CO2/百万円

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2

基準年度比 2021年 95% 100%

2,211 2,144 1,814

kg-CO2/百万円 656.820 637.116 453.791

基準年度比 2021年 97% 85%

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年

電力削減 kg-CO2/百万円 269.363 261.283 234.880

評
価（基準年) （目標） （実績）

九州電力 ＣＯ²排出係数

電力削減 kg-CO2/百万円 397.502 385.577 375.760
○

基準年度比 2021年 97% 95%

悪臭防止法

省エネ法 エネルギー原油換算1,500kl/年以上

大気汚染防止法 蒸気ボイラー
水質汚濁防止法 煮湯設備、洗浄設備、排水処理施設

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法 一般廃棄物、、産業廃棄物（動植物性残渣、汚泥、廃プラ、廃水銀使用製品等）
食品リサイクル法 食品廃棄物

下水道法 排水処理施設
浄化槽法 浄化槽
騒音規制法 空気圧縮機、送風機

プラスチック資源循環促進法 プラスチック使用製品産業廃棄物

臭気指数及び濃度規制による管理

公害防止組織法 蒸気ボイラー、排水処理設備

振動規制法 空気圧縮機

毒物・劇物取締法 強アルカリ性洗浄剤（水酸化ナトリウム）、希硫酸等
化学物質排出把握管理促進法 洗浄剤（ポリオキシレンアルキルエーテル含有）

工場立地法 工場敷地面積9,000m2以上又は建築面積合計3,000㎡以上
再生エネルギー（改正ＦＩＴ法） 太陽光発電所

高圧ガス保安法 フリーザー、冷凍機等
消防法（危険物・指定可燃物） 危険物および指定可燃物の保管
フロン排出抑制法 業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

地方条例（温対条例　以外のもの） 水質総量規制、環境影響評価、井水採取量規制
顧客要求事項 品質管理　

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。

地方条例（温暖化対策条例） エネルギー使用量

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

0.37

九州電力 ＣＯ²排出係数 0.37

＜福岡工場まとめ＞
水・産廃・廃プラに関しては、増加
傾向であり各部署の取り組みが不
十分でした。また、産廃に関しては
過剰製造しない払い出しのの強化
が重要です。食品残渣は、チルド
の予確差が大きく影響するので、
追加製造での対応強化および原
料廃棄を削減できるように先入
れ、先出しの保管庫状況の確認を
日々徹底していくことが重要です。
再資源化に関しては、１００％継続
しているので引続き次年度も継続
していきます。

＜北九州工場まとめ＞
電気・ＬＰＧ・水・産廃に関しては、
削減傾向であり各部署の取り組み
が結果として反映されています。こ
の良い状態を継続していけるよう
努めていきます。しかし、都市ガス
に変更し、前年比が正確な数値が
出ておりません。また、廃プラ処分
に関しましても、昨年度と廃棄方
法が異なるため比較が難しいもの
となっております。再資源化に関し
ては、１００％継続しているので引
続き次年度も継続していきます。
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□ 外部からの環境上の苦情・要請等

□ 緊急事態対応の試行・訓練
各工場で実施

□ 統括環境責任者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□ これまでの環境活動の紹介
・EA21会議開催(2022.8.25、2022.0.27、2023.3.29）　武蔵野グループ全工場対象に実施
・2022年審査の指摘事項の全体共有と改善徹底依頼
・2022年度の活動の振り返り（全工場対象でエネルギー使用状況、廃棄物排出状況の目標達成状況の共有と
優良取組みの共有）
・エネルギーコスト上昇対策として、NDF情報や埼玉工場省エネ診断結果の共有実施

□ 編集後記
人事異動等があり、EA担当者が一部変更になったことに対して、教育ができておらず提出資料のやり取りに
苦労した。来年度からは、毎月1回EA２１活動についての共有会、勉強会を実施しながら工場、本社の意識
レベルを合わせていく。食品残渣については、各工場不利差異0.5％を目標としロス削減活動を実施している
ため、本社側は各工場の好取組み事例を全国に共有、展開していき削減に努めていく。

外部からの環境上の苦情・要請等はありませんでした。

・利害関係者からの苦情・要請等
・環境上の問題点等

変更無し
一般廃棄物に関しては、カミナシの導入を進めており、これまでの紙帳票からデータベース化をすることでペーパーレス化の推進
を進めてきているので更なる削減に努めていく。食品残渣については、継続して食品ロスの分析と改善を進めていく。工場の好取
り組み事例を水平展開していく事で全体の食品ロス管理レベルを向上していく。エネルギーコストが今後も上昇していく事が予測
される中で、セービング活動、省エネ活動の更なる活動が今後は重要になってくるため、工場と密に連携を取りながら管理強化に
努めていく。

2023年8月31日
【前回の指示への取組結果】

変更なし

それ以外の項目は目標達成 変更無し

一般廃棄物、食品残渣、食品残渣の再資源化目標未達
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